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　今回の編集後記は，私のアレルギーについてご報告する。25年ぐらい前にマイアミに留学
したころ，ストーンクラブを食べに行くと激しい蕁麻疹が出ていた。カニを大量に食べると
発症するので，ヒスタミン様物質を摂取することで出ていると思っていた。その後，20年く
らい前に慢性蕁麻疹を発症した。蕁麻疹は診療中に出ることが多く，口唇のクインケ浮腫が
出たときは困った。診療時の緊張に起因する心因性（ストレス性）と思われた。それ以来，
抗ヒスタミン薬（抗アレルギー薬）を毎日内服している。現在，蕁麻疹の症状はほとんどな
いが，服薬を忘れると蕁麻疹が出ることがある。ここまでは，よくある慢性蕁麻疹である。
　50歳代後半を迎え，もう新たなアレルギーを持つことはないだろうと思っていたが，最近
アニサキスに対してアレルギーがあることが分かった。症状は下痢と腹痛である。海のない
奈良県の山間部で生まれた私は，家で時間をかけて食べられるときには，鰯や秋刀魚などの
焼き魚はもちろん，鯛の兜煮なども，骨だけになるまで綺麗に食べていた。コロナ禍で自宅
での食事が増え，魚を食べる機会も増えた。5月の連休明けのころだったと思う。脂ののっ
た鮭や秋刀魚を食しておなかを壊すことが続いた。脂がのりすぎで，消化不良を起こしたの
かと思っていたら，ツナ缶や秋刀魚の蒲焼，鯵の干物でも下痢症状があった。次第に強い腹
痛を伴うようになり，下痢もひどくなってきた。安倍前総理辞任の原因となった炎症性腸疾
患が頭をよぎったが，最近おこなった下部内視鏡検査では異常はなかった。
　魚の種類や加工の有無は問わず，魚介類全般が疑わしい。何か変だと思って，念のためア
ニサキスの RAST検査をしてみた。結果は陽性（クラス3）。同時に調べたサバ，サケ，カニ
は陰性（クラス0）であった。Googleで調べてみると，オキアミから，イワシ，サバ，サケ，
マグロ，クジラ，ウナギにいたるまで，海に係る魚には全てアニサキスがいる可能性があ
り，避けておいた方がよさそうだ。しかも私の場合には，煮ても焼いても，缶詰でも症状が
出るようだ。蒲鉾や練り物，雑魚で出汁をとった味噌汁，ベトナムで売られている魚醬は大
丈夫かなどと考え始めるときりがない。めんどうなアレルギーになったものである。
　現在は魚を避けて，とり肉，豚肉，牛肉をローテーションしている毎日である。腹痛や下
痢は完全になくなり，当事者の私は快適に生活できている。私と一緒の時は魚が食べられな
いため迷惑そうにしながらも，魚を制限したメニューを考えてくれている家内に感謝してい
る。
 （林　伸和）
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